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　新図書館等複合施設等の基本設計について、企画提案を求め、その内容及び能力を総合的に比較検討して、最も適格と判断される設計者を選定するため、公募型プロポーザルを実施した。
　当該プロポーザルに係る審査は、「新図書館等複合施設等基本設計委託業務公募型プロポーザル審査要領」に基づき、当審査委員会において、２段階方式により厳正に行った。
　一次審査では、７者から提出のあった参加申込・企画提案書に基づいて書面審査を行い、二次審査の対象者として５者を選定した。
　二次審査では、対象者５者に対してヒアリング（プレゼンテーション及び質疑応答）を行い、「本事業に対する理解度」、「本業務に対する取組意欲」及び「提案の的確性、独創性、具体性、実現性」の観点から総合的に審査した結果、契約の相手方となる候補者として「佐藤総合計画・ライト岡田設計設計業務共同企業体」を選定した。
　なお、二次審査における各提案者に対する講評は次のとおりである。
候補者（佐藤総合計画・ライト岡田設計設計業務共同企業体）
　４機能施設からなる「知の樹を育む」を基本コンセプトとし、それを図書館の各フロアで書庫を２層に重ねることに象徴させた案である。
　各施設の基本構想など、本事業の諸条件を十分に読み込み、求められた課題に対し新規性に富み、細部まで整合性のとれた提案書をまとめたことは、設計者の資質の高さが窺える。また、ヒアリングにおける回答内容から、構成メンバーが一丸となって本提案に取り組んでいることが認められたことも高評価につながった。
　敷地の使い方の点では、機械式駐車場入出口を建物１階に取り込むことは、追手筋から視認できる入口を設けることができ、西側の多目的広場を広い遊歩空間として確保できることにつながる提案といえる。各階の構成に関する提案内容は、５者の中で最も柔軟性があり、今後の協議と検討に従ってより良い設計案に到達できる可能性が高いと認められる。
　また、市町村図書館支援という県立図書館の基本機能をどのように建築空間として実現していくかや、活字資料とデジタル資料が併用できるハイブリッド型図書館、課題解決型図書館など今日の図書館の課題について、斬新な提案を含め、積極的に取り組む姿勢が読みとれた。さらに、防災面でも想定以上の地震・津波リスクを設定し、１階柱頭での免震装置と１階の床免震の組合せ、上階への避難階段の設置など、設計者の検証に基づく提案によって、高い防災性能が確保できると考えられる。
　ヒアリングにおいては、各事項についての適切な説明と的確で説得力ある回答から、本事業に対する高い理解度と強い取組意欲が認められた。なお、遮光ルーバーの素材と操作性、照明計画など具体的な検討課題も指摘された。
次点者（Ｂ者）
　１階と２階の間に設置する免震装置階を閉架書庫階とすることで、建物全体の高さを28ｍに抑えることを基本とする提案である。
提案書は、図表、表現、文章ともに適切であり、十分な説明力を有すると評価された。ただし、県立図書館機能、ハイブリッド型図書館への理解度においては平均的な水準にとどまると判定された。また、大地震時等において、本施設が避難施設として使用されることへの配慮不足が指摘された。
ヒアリングにおいては、免震階を書庫とすることに十分な理解、安心感を与えたとはいえなかった。
第３位（Ｃ者）
　提案書、プレゼンテーション及び質疑応答のいずれからも、強い取組意欲、本事業に対する理解度の高さが窺われたが、提案内容は独創性、新規性が乏しく、総合的に第３位の結果となった。
第４位（Ｄ者）
　水害対策として１階の床を地上1.5ｍに設定することを施設計画の基本とする提案であるが、それ故に、徒歩での来館者は４方向いずれからも、階段、エレベータ、スロープの利用を強いられることに対して、十分な説明力がなかった。
第５位（Ｅ者）
追手筋に面して大きな開放型の階段状広場を設けることを特徴とする提案であるが、図書館等の各機能・スペースの諸条件について、十分に検討された提案とは認められなかった。
　最後に、県立図書館と市立図書館の一体的な運営による新図書館を核とする複合施設という、全国的に注目された基本設計委託業務プロポーザルに参加され、真摯にご努力をされたすべての設計者に対して、審査委員一同、改めて敬意を表し、深くお礼を申し上げます。
また、今後、本提案をベースに、関係者との緊密な協議を重ねて優れた設計案が策定され、長い年月にわたって県民・市民の誇りとなる新施設が整備されることを期待します。
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